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物理探査の

ばしがき

物理探査は地球物理学の応用としてまた探鉱技術の

1つの分野として発達してきたカミ現在世界において各

分野にわたり適用されており今後もますます発展して

いくものと思われる.

ところで地球物理学においてほ地球上の重力地磁

気などの自然の場における測定観測また時には突発

的におこる自然地震の観測などから地球の内部構造の

解明が行なわれてきたが物理探査の場合には重力磁

気などのように自然の場を利用する場合もあるがさら

に人工的に適当な場を与えてそれによる影響を測定し

て地殻を解明することカミ行なわれている.地下にねむ

る資源の探査開発に物理探査が貢献しうることが明らか

になるにつれその技術は著しく発展していった.と

くにエネルギｰ資源として最も重要な石油資源の探鉱面

においてほ物理探査は非常な進展をみせるとともに

探鉱面においては欠くことのできないものとなってきて

いる.この様に物理探査は地下資源探査という面にお

いてまず発達していったがこれらの技術は土木建設の

ための地盤調査土地災害保安などに関する地殻の究

明にも進展していった.さらに最近の新しい物理探査

の技術は地球解明を目標とする地球物理学の面において

も新しい分野を開拓するようになってきた.また最近

世界の話題と狂っている地下核爆発実験探知の問題や月

世界探検の計画には地震探査の新しい技術やその他の

物理探査の技術が基をなしているのである､

鉱山の物理探査

金属鉱床の物理探査は歴史の古いものであり自然電

位法磁気探査法などが個々の鉱床の直接探査法として

広く適用されてきたがしかし最近になって広域探査

深部探査に関する技術の発達に伴って次第に探査の方

法論としての進展が見られるようになってきている､

たとえばカナダにおいては広域探査の考えがすで1こ前

から議論され鉱山の物理探査も油間物理探査のごとく

地殻に関する究明を行なうことが明目の鉱床の発見に大

いに寄与するであろうといわれておりそしてこれらを

有効に実らせるためには4つの要素一地質的資料物

理探査資料地質的判断地球物理的理論一を有機的

に緕びつけることがポイントであると指摘されている.

最近の発展'

佐藤光之助

このためすでに12年計画に基づいてPrecambrianShield

の大部分を1/｡マィノレ間隔の側線によって空中磁気探査

が実施され地質構造潜在鉱床に関する情報が得られ

ておりそれに基づいてさらに種々の物理探査カ拡げら

れている.

ところでわカミ国の場合には従来行なわれてきた露頭

探査的在ものは行きづまりを見せ今後は潜在鉱床を探

査開発していくことが必要となっているが一方貿易自

由化に対処していくためには探鉱の能率化ということ

が重要な問題となってきている.これらを解決する1

つの方法として秋田県下の黒鉱地帯を中心として広域

探査が実施されその結果に基づいてさらに探鉱が進め

られている.これは鉱床探査の面で1つの大きな発展

を意味するものであり地質構造の解明により探鉱に対

する指針を与え能率的な探鉱の実施を可能にさせるも

のと期待されている.しかしこのような広域探査の

実施に際しては鉱床成因に関する考え方と物理探査技

術とが有効に結びつくことが必要であろう.

黒鉱地帯の広域探査をきっかけとして今後わカミ国に

おける鉱床探査め方法には色々新しい進展が見られるで

あろう.この際物理探査の果たす役割りは重要なもの

と狂る.そのためには鉱床地帯の構造探査のやり方に

ついてじゅうぶん検討しその効果と限界を明らかにす

ることが必要である.このような広域探査においては

その基本的資料となる重力探査空中磁気探査がまず必
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要となろう.これらの方法についてはすでに一部実

施されてはいるが山岳地帯の多い地質構造の複雑なわ

カミ国の鉱1｣｣地帯に適した方法を確立することがまず望ま

れる.また深部構造を探査するための地震探査電気

探査の色々な方法についての研究も必要となろう.

このよう狂探査によって広い区域の内から採掘条件

に適した鉱床の胚胎する可能性の強い区域を選定するこ

とは探鉱上重要な意味をもつであろう.

鉱山の物理探査においてもう1つの大きな役割りは

鉱床に関係する直接的な情報を得て探査に利用すること

である.以前は自然電位法がこの役割りを果たしたこ

とがあった｡しかしこの方法はきわめて浅v'潜在鉱床

探査に適しており深部の鉱床探査にほ余り有効でない

しまた地質条件によって適用性が左右されることも

欠点である.この方法に代って現在は誘導分極法が登

場しカナダ米国ソ連をはじめ諸外国においてだい

ぶ利用されるようになりわカ掴においてもこの方法の

研究が始められたカミその調査法解析法装置の開発

ならびに各種鉱床に対する適用性についての解明が強く

望まれている.鉱床の直接探査法としては上記の他に

磁気探査電磁探査も行なわれているがさらに重力探査

地震探査比低抗法などの利用も試みられている.ま

た孔井坑道を利用する探査法の研究も進められている.

以上のように金属鉱床の物理探査としては構造探査

および鉱床の直接探査の面において研究開発すべき点が

数多く残されておりこれらの解明によって今後の探

鉱への貢献がおおいに拡大されることが考えられるので

ある.

非金属鉱床の物理探査については従来金属鉱床の場

合坐類似粗方法で探査か行溶われてきたものもあるが

また石灰石鉱床の場合のようにその特殊性から幾多の

問題が出されているものもある.この場合には鉱床を

さがすというよりは採鉱計画に寄与し得るために鉱

床の形態鉱床中のはさみ空洞表土の形態などの探

査カ書生まれており最近この方面への調査研究が進めら

れるようになってきた.

最近の海域の物理探査の発展は著しいものがあり海

底下の砂鉱床に対する探査に大いに貢献し得ることが明

らかになってきた.海底砂鉄はわが国における特殊な

鉱業として小規模なカミら稼行されているがこれらの

探査については海域の磁気探査海上音波探査がきわ

めて有効である･ことが明らかにされてきている.核磁

力計の開発により現在では動揺する場における磁気測

定が比較的容易に行ない得るように在ってきた.した

がって海上海申における磁気測定からその磁気異常分

布を明らかにするとともに海上音波探査によって海底

の新期堆積物の分布状態を知ることによって海底下の

砂鉄鉱床の賦存状態について有効な情報を与えることが

可能となってきた.有明海における海底砂鉄の探査は

このような可能性を示している.このことは他の砂

鉱床の探査にも適用できるものであり将来わカ溜のみ

ならず東南アジアなどにおける海域の砂鉱床探査に対

し1つの指針を与えたものといえよう.

油田･ガス田の物理探査

石油･天然ガスのエネルギｰ源および工業原料として

の重要性から石油鉱業は世界的に発展をつづけ探鉱

活動の規模は著しく拡大されてきているこのなかにあ

って物理探査の役割りはきわめて重要なものとなり物

理探査なくしては石油の探鉱は考えられないようになっ

てきている.す在わち概査的な調査としては重力探

査磁気探査地震探査電気探査在とが適用され特

定地域の詳細な探鉱法としては主として地震探査反射法

孔井に対する物理検層などが用いられその技術も新し

い発展を続けているのカミ現状である.

ところでわが国においては石油資源開発株式会杜の

設立とともに探鉱活動は従来に比べ活発化しまた地

質調査所による構造性天然ガス調査研究によって基礎的

調査が行なわれるようになった.

この間物理探査の効果も次第に現われ幾つかの新油

囲凌たはガス岡が発見されるに至ったがその規模は大

きなものではないか産額の増加の傾向をたどっている.

今後の探鉱については主要油田地帯の深部探査大陸

棚および新地域への探査に力が注がれる傾向がある.

一方海外油田の探査開発についてはアラビア石油の成

核磁力計による海上磁気探査�



功に刺激されまた国内油田の規模から考えて次第に

発展の方向に進もうとしている.特に大陸棚油田につ

いては今後の探査開発にまつところが多v'ようである.

ところで油田の物理探査に関連して幾多の新しい技術の

発展カミ続けられている.次にこれらについて述べよう.

重カ探査精度の高い安定性のある重力計が重

力偏差計に代わって登場して以来陸上における重力探

査は全世界の油田地帯において急激に広範囲に行潅われ

るように狂ってきた.さらにその後重力計を海底に

おろし船上から遠隔操作によって測定する海底重力計が

発達し沿岸地帯における重力探査が発展し海底油田探

査などの大陸棚地下資源探査に貢献している.最近の

新しい海底重力計は水深数百mの海底において0.1mga1

以内の精度で重力測定が可能とたってきているがしか

し各測点ごとに海底に装置を降ろして測定を行なうため

測定能率は余り良好ではないしたがって広大な海域の

重力分布を知るために重力計を海底に沈めないで動揺

する船の上で重力値を測定しようとする試みが行なわれ

ている.

たとえば西独Askania杜の船上重力計は2～5mga1

の測定誤差の程度で動揺する船上において重力測定が可

能である.これによって北海における重力分布の概略

を知ることに成功している.

大陸棚における重力測定の別の試みとして潜水調査船

を利用することが考えられる.現在科学技術庁におい

ては潜水調査船を設計しているがこれが完成すればわ

が国においても大陸棚全域にわたり重力探査を能率的に

精度よく実施することカ河能となろう.

蜜即磁戴灘擦(,熱線内⑳羅点はボ舳ン)

重力探査は油田地域において最も広く適用されており

わが国においても裏目木北海道関東などの油田天

然ガス田において最も探査が進んでいる.これと平行

して試掘井で得られた岩菰の密度に関する研究も行枚わ

れており重力探査の結果から地下構造を解析するのみ

でなくさらに地層の堆積状況や地下の構造運動の解析

にも非常に有効な資料を与えている.

磁気探査磁気探査は戦後米国を中心とす

る飽和鉄心型磁力計による空中磁気探査の出現によって

著しく進展をみせ油田地帯などの広域の地質構造探査

として欠くことのできないものとなってきている.

現在米国をはじめカナダオｰストラリァスカンジ

ナビア諸国においては類似の磁力計によって空中探査が

実施されており一方ソ連においては独自に飽和鉄心型

の空中磁力計が開発され広く国内の探査に用いられて

いる.その後原子核の磁気的性質を利用して磁気を

測る装置の研究が進められ核磁力計が探鉱器として開

発されるようになった.核磁力計についてはまず電磁

気共鳴作用を利用したものが登場した.これについて

はわが国においても研究が進められており携帯用磁力

計としてまた海上磁力計あるいは一部は空中磁力計と

して地質調査所目本電気KK研究所によって開発が行

なわれてきている.

米国においてはVarianAssociatesによって核磁力計

が探鉱用に実用化され空中磁力計としても開発されてい

る.VarianAssociatesの空中磁力計はわカミ地質調査

所にも輸入されている.欧州においてはフランスの

ヘリ蟻ヅ多川肉の磁力擦蜜畿簿�
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Sud･Aviation西独の声RAKLAなどによって空中磁力

計が開発されておりカナダの地質調査所においては航

空機内では直続式の磁力計を用いその測定値を地上の

観測所に送信する方式をとっている.またオｰストラ

リアの鉱山局においては独白の核磁力計をもちこの装

置を用い試験飛行を開始している.

このように核磁力計の出現によって地磁気の絶対値

が1ガンマ程度の精度で比較的容易に測定できるように

なり磁気探査は大きな発展を続けているが最近はさ

らに原子核の光学的磁気共鳴作用を利用した高感度の磁

場測定技術の研究が進められておりこの種の探査用磁

力計の開発により磁気探査はさらに発展するものと期

待されている.現在Rubidium･∀apor磁力計He1iu

m磁力計などの開発が諸国で進められているがこれら

は地上の磁気探査のみならず宇宙開発の装置としても

重要柾ものとなっている.これらの一連の核磁力計の

磁場測定は周波数の測定によって行なわれるものであり

飽和鉄心型磁力計のように装置を一定方位に維持する必

要なく精度のよい地磁気の絶対測定が可能である点が

すぐれているわけである.この新しい磁力計は1/ユ｡oガ

ンマ程度の磁気の変化までの測定が可能でありこれに

よってさらに磁気探査の新分野か開けるであろう.現

在宇宙開発において地磁気の解明が大きな問題となって

いるが一方空中磁気探査による地質構造の究明さら

にこれに基づく未開発資源の開発も1つの世界の流れと

いえよう.このような大規模の探査活動に伴って岩

石磁気の研究磁気探査結果の解析法の研究などカミ著しく

進展をみせている.わカミ国の油田地帯においては磁

気探査は種冷の制約から諸外国に比べその活動は低調

であった淋最近空中磁気探査も本格的に開始されるよ

う吾ζ柾って妻プご吉

電氣探窺油閏の深部構造を探査する電気探査

技術についてはソ連を中心として種冷の研究が行なわ

れておりソ連の漁岡構造探査には相当適用され貢献し

ている模様である.しかしこれらの技術は米国恋どに

おいては余り発達しておらずしたがって西側諸国にお

ける油田の探査には余り大きな役割りを果たしていない.

一方わが国においては地質調査所カミこの種の研究を行

たい油田構造の深部探査の可能性が認められつつあり

漸次これらの方法の適用が広がるものと考えられる.

深部構造の電気探査技術についてはすでに地質ニュｰ

スNo.106108109に紹介されている.

地霧探査最近の地震探査の発展は油田構造探

査の面から特に大きな影響を受けている.反射法に

ついては現場における調査技術探査装置解析法流と

に関する数多くの研究改善が恋されている.特に震動

源の問題記録方式解析用再生装置などについての発

展はめざましい.たとえばWeight･Droppi㎎Method

やContimousSignalSeismograph(Vibroseis)さら

に最近ではプロパンと酸素との混合気体をスパｰクで点

火し大型トラックに付けたピストンからおもりを地面

に打ちつける方式“Dinoseis"とよばれる震動源も作ら

れ良好な反射記録をとることに成功している.また

Digita1狐dAna1ogRecordingSystemがとり入れられ

電子計算器の利用の道が開けつつある.今後わが国に

おいてもこれらの技術の発展カミ望まれる.

一方屈折法による深部探査も行なわれ欠きた構造の

探査に利用されている.大陸棚探査に関してはC㎝･

tinuousSeismicPro創erの利用が1つの問題となって

おりまた坤震探査反射法と類似の海上音波探査につい

ては強力音源記録方式の改善による可探深度増大が研究

されている古(地質二皿一スNo,119ユ21を参照)

物理検猫検層技術については電気検層のほか

音波検層放射能検層坑内経測定匁とが広く利用され

ているが各種方法紀関する新技術潟よび孔井深度増大

蛇伴って高温高圧下記おける検層技術の研究が進めら

れている､わ湾潤紀おいては従来この方面について
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外国技術に依存する度合が多かったカミ次第に検層技術

の国産化の方向に進む機運に熟してきている.一方わ

が国の特殊地質条件に伴う検層結果の解読技術の向上が

問題とたっている.

炭田の物理探査

炭団の分布は堆積盆地の地質構造に支配されるところ

が大であり重力探査地震探査柾どの物理探査によっ

て一部の堆積盆地の構造カミ解明されその成果は有効

に利用されてきたが狂お今後広域の物理探査を必要と

する地域が残されている.さらに炭嬢の開発が次第に

深部に向うに伴い深部の地質構造を能率的に行なうこ

とが問題となってきており物理探査に期待する面も多

くなっている.一方わが国の炭横の内海底炭団ヨに依

存する部分は相当大き恋比重をしめ今後もその依存度

が増大する傾向にある.これら海底炭田調査に際して

は試錐作業の困難性から物理探査に期待する面が非常に

多い.このため海底重力探査地震探査音波探査な

どの活用が望まれている.

ところで重力探査については従来海深ユ00m程度

までの海域に限定されていたが前に述べた潜水調査船

の活用によって探査海域は拡大し広域の探査も可能

となろう.

炭田の地震探査については従来主として屈折法が行

なわれてきたか油閏探査で用いられている反射法の技

術を炭田構造探査に適用することは技術的には可能であ

るが油田探査に比べて炭田探査の場合には探鉱費に投

下し得る金額の制約から実施カ溶易で狂い.特に海上

探査の場合には漁業補償に多額の費用を要することに

よって探査の制約を受けているのが実状であろう.

このような状態から比較的安い経費で実構できま

た漁業補償を必要としない海上音波探査に依存する度合

カミ大きくなりつつある.ただ現在の音波探査の可探深

度は通常の条件のもとで100～200㎜程度のものである

ので炭田構造探査の面から見るとさらにその可探深

度を増大することが望まれている.このためには音源

エネルギｰの増大GeophoneのGrOupi㎎磁気録音

再生技術などについて新しい技術の開発が必要であり

現在一部これらの面についての研究がわが国においても

実施されている.

炭田構造に対する電気探査の適用については従来そ

の可探深度の不足から余り実施されてい荏かったが最

近の双極子法などの発展によってこれカミ可能となって

きた,ただ電気探査の性質上深部探査については

概査的の傾向は否め削'であろう.また海底炭田に対

する電気探査についてはソ連のカスピ海における実績

から見ると適用の可能性はじゅうぶん考えられるが

このためには強電流を流し得る装置の開発が必要となろ

う.炭田における坑井の物理検層については電気検

層放射能検層の適用が進められまた鉱山保安の立場

から海上音波探査電気探査も試みられている.松岩

の調査焼けの分布範囲の調査に関し物理探査の適用

試験も行なわれている.

地熱の物理探査

新しいエネルギｰ資源としての地熱利用は最近世界の

注目をあっめるようになってきた.

現在すでに地熱発電を行なっているのはイタリア

ニュｰジｰランド米国のガイサｰなどであるがソ連

アイスランドメキシコエルサルバドル柾どにおい

ても地熱探査あるいは発電準備が進められている.

わが国においては岩手県松川大分県大岳などにお

いて地熱探査が進められか在り優勢な地熱蒸気の噴出

地熱地帯における局部的筒箆カ異常

低磁気異常が認められている(九州大西地熱地帯の噴気)�
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に成功し現在発電準備が急速に進められている.そ

のほか数カ所において地熱探査カミ行なわれている.

ところで現在までに判明した地熱構造というのは次

のような性質が考えられる.す狂わち地熱地帯は新し

い火山活動のある区域に含まれておりその地下の適当

た深度に岩漿の貫入がありこれから熱が導かれている

ものと考えられる.したがって高温の流体が地表近く

にはこばれるための断層割れ目の存在が必要となって

くる.すなわち地熱地帯は地質的に安定した地域では

抜く隆起沈降運動の盛んな区域で特に最近の隆起運

動をうけた所に存在している.イタリアのラルデレロ

や米国のガイサｰは火山帯の内にあるが最近の隆起運

動をうけた高地にあり地熱地帯の母岩は火山活動より

ずっと古い岩石と放っている.ニュｰジｰランド米

国カリフォルニアにある一部の地熱地帯は大きな沈降地

帯の内にあり新しい岩石でおおわれているが現在開

発されている区域はこの内の局部的な隆起部に位置して

いる.断層破さい帯は高温流体の通路となると同時

に1つの貯溜層としての役目を果たしている.また空

隙の多い流体を通しやすい地層もまた貯留層となる.

地表付近に分布する岩石が地下の地熱の貯溜に対し

蓋としての役割りを果たすものがある.これは地表か

らの地熱の発散を防ぐとともに冷たい天水の急激な浸

入を防止するのに役立っている.イタリアラルデレ

ロなどにおいては地下の地熱の貯留層をおって激密な

頁岩が分布し被覆層の役目を果たしている.これは比

較的浅所から優勢な蒸気を得るには好条件と考えられて

いるが被覆層のない場合でも地下水カミこのような役を

果たしている場合もある.

以上述べたように地熱地帯においては貫入岩体基

盤構造断層破さい帯地質層序柾どの構造的なものと

地熱徴候的なものとを総合して解明することが必要とな

ってくるのである｡したがって地熱探査は地下の状態

の究明が大きな間魑と放り物理探査の果花す役割は重

要枚ものと板りつつある生地熱の物理探査は地熱地帯

の構造のみ扱らず熱に関する情報もある程度提供する

ことも可能である培

地熱の物理探査技術については従来行なわれて誉だ

油田の物理擦査技術か相当利用巷れ得るであろう甜し

かし地熱地帯の多くは火山帯にあるので地形地質条

件から探査の実施肥際し幾分制約を受けることもある

ので火山地帯に適した物理探査技術の促進を計ること

カミ必要であろう､ところで火出地帯の地下構造につい

ては学術的液意味で多少研究されてきたものもある秘

地熱の経済的開発の基礎となるよう扱探査は1班んど実

施されてい荏い.したカ§って今後早急にこの種の探

査を実施することが望ましくそのためにはまず地熱

地帯における重力団空中磁気図の作成カ;必要である.

このような基本的資料に基づいてさらにくわしい探査

の発展が可能となろう.

電気探査比抵抗法地鯉探査反射法については

従来ある程度成果をあげつっあるがさらに深部構造

探査のための技術的研究および能率的探査方式の確立

が望ましい.

物理検鰯については温度電気検層の試験的調査

が松川において実施成功しているが今後さらに高温

井(約300℃程度)について各種検層技術の確立が

必要である.

物理探麓地質調査地化学調壷などを総合し

地下の地熱構造を解明し地熱の賦存状態に関する理

論をうちたてることは地熱の量的把握のためには必

要でありこのためには地熱の物理的研究の推進が望

まれる.

他の分野における物理探査

土木の分野においては地盤岩盤などの問題をまず

考えに入れて仕事を進めることになる.たとえばダム

トンネルその他の建設においてそれらの人工的な建

造物と大地の地盤岩盤とをうまく結びつけることか重

要なポイントと在っている.そのためには地盤など

の物理的性質とくに力学的性質を知ることとその地

下における構造を解明することが必要と在ってくる.

ところで土木における物理探査は従来ある程度は

地下の岩魚の物理的性質に関する情報を与えてきたが

主として地下構遺を解明するために用いられてきたのが

現状である｡し花秘って物理探査は土木建設に対する

概査的扱役割りは相当果たして曹たのであるがさらに

工察施工の基礎と怒るようなじ磯うぶん扱情報を提供す

るためには今後巻らば解決し放ければ枚らない問題を

かかえているのである昔

一方現在土水の分野終おいて地盤岩盤の物理的性

質を試験する方法としては現場試験採集された岩石

サンプルの試験などが行恋われている.しかしこれら

は厳癌にいうと試験慈れた地点の情報を与えるものであ

揮いわば不遠続な点はついての情報である.また岩

看サンプルの試験は自然状態からか匁ゆ乱されたものを

扱う危険性淡ある,したがってこれらの試験について

は空間的紀広がりをもつ自然状態牢おける岩体として�
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の性質を調べるのに必ずしもじゆうぶんとはいえ扱いで

あろう.この点物理探査はその性質上このよう荏不

見を補う役割りが期待されるのである.

土木の物理探査については現在まで主として地震探

査電気探査などまだ孔井については物理検層カ糟用

されている.これらのうち地震探査は岩盤の力学的

性質を明らかにする上に重要枚ものであり新しい試み

も行桂われている.す狂わち鍛近は綿密放地震探査

の実施により地下の弾性波速度の分布を詳細に解明し

これに基づいて岩体の弾性係数を求めることが行泣われ

また岩体のグラウティング前後における弾性波速度を測

定しグラウティングによる効果を速度増加量によって

表現しその効果の判定に利用することも行泣われてい

る､このように物理探査は次第に工事施工の基礎資料

を提供する方向に技術的な発展が進められている.

一方地震探査は従来弾性波のうちのP波(縦波)

のみに着目し実施されてきているか地下の状態をさら

に詳しく探査するためにはできるだけ多くの情報を利

用することが望ましい.このようた意味においてP

波のみならずS波(横波)の利用また波動の走時の

みならずその振幅にも着目すべきことが考えられてい

る.これらの問題は種々の技術的困難性から余り成

果をあげえなかったものであるが最近ではS波の測定

に関し岩石試料の速度測定が可能と狂りまた坑道内

における観測から破さい帯探査の実験研究だとも試みら

れるようになってきている.

音波探査の開発により土木調査の分野における音波

本器は堵石の三榊圧縮試験器である最大側圧祉g/cm皇最大

荷重3tOn程度の範囲で調節することができる.また間隙圧測

定装置も付属している.この試験器によリ各種岩石試料の中低圧

下におけるP波S波の伝播速度をはじめstress-stram曲線間

隙圧測定破壊試験などを行なうことができる.

の利用が広げられてきた.海底下の地下構造探査カミ比

較的容易に実施できるようになりトンネノレ橋梁在と

の建造物の基礎調査に利用されるように在りさらに湖

底下の探査にも発展している.また音波探査の技術は

孔井内における検層技術として新しv'分野を開きつつあ

りこれの土木方面への適用が可能となりつつある.

検層技術としては放射能を利用する密度検層が開発され

つつありまたアイソトｰプを利用する地層圧密測定が

地盤沈下問題に関連して実施されてv'る.

以上述べたように土木の物理探査については地下

構造探査と物理的性質の測定という二つの重要な面に貢

献し得ることカ河能であろう.地下構造はもともと地

質的現象に由来するものであるから地質学との密接な

連けいをとることは当然である.一方物理探査によっ

て求められた地下の物理的性質が一般に土木に必要な

物理量を直接与え得るものではない.しかし他の直

接的な試験結果にもとづいてこれを合理的に利用して

行くことは可能であろう一このためには地盤岩盤

などに対する種々の試験方法によって得られる量と物理

探査によって得られる物理量との関連にっいてさらに

究明を進めることが必要である.これに基づいて土木

分野における物理探査の効果と限界が明らかになろう.

もちろん現在の段階においてたとえば軟弱地盤の調

査のようになかなかむずかしい面を含んでいるものも

あるがこれらは今後の岩石力学の発展と物理探査技術

の進歩によりその適用を広げていくことは可能と思わ

れる.

土地災害保安などの問題が最近にわかに注目をあび

るようになりその対策樹立のための調査研究が次第に

活発に狂ってきている｡これらの分野に関しては従

来ある程度物理探査が適用されてきたがまだじゅうぶ

ん系統だった調査方針が確立されているまでには至って

いない.しかしこれらの問題は考え方として前に述

べた土木の物理探査の場合と類似な点が多く物理探査

の役割りとしては地下構造の探査と地下岩石の物理的

性質の測定という面が中心をなすものであろう.特殊

な問題としては高圧送電の障害対策のため大地の電

気比抵抗分布を広範囲に組織的に解明する仕事がソ連

イギリス等では行柾われている.

地下水に対する物理探査は通常地下構造探査により

地下水の賦存に関する資料を提供することであって主

として電気探査地震探査などが用いられまた孔井に

対しては電気検層などが広く適用されている､しかし

火山岩地帯などのような高比抵抗地帯の場合には地下�



一8

水の存在が電気比抵抗に大きな影響を及ぼすことカ主あり

電気比抵抗によって地下水の賦存を直接探査することも

可能である.また沿:岸地帯において帯水層への塩水

の侵入を電気探査によって探査した例在とも報告されて

いる.ところで地下水は次第に深層地下水が対象とな

り探査も深部に及ぶようになってきている.方法と

しては従来から電気探査比抵抗法力童中心となっている

が直流法の技術が進むにつれ大きな構造に対する探

査深度は増大し探査に貢献している.しかしこの方

法の欠点として大都市周辺においては迷走電流による

障害が大きく探査能率を低下させる.これを解決す

るためには交番交流の強電流を利用する比抵抗法の開

発が望まれている.

むすび

以上述べたように物理探査は各分野において重要な

探査技術として発展しあるいは発展する可能性を有し

ているものである.すなわちエネルギｰ資源の主体

をなす石油の探査においてはその中心的役割りを果た

しておりまた新資源として最近とみに注目されるよう

になってきた地熱資源の探査にも重要な役割りが期待さ

れている.金属鉱物資源については最近深部の潜在

鉱床探査が問題となっており一方わが国のよう荏特殊

な環境の国においては土木建設災害保安対策の調

査のためにも物理探査の発展が望まれている.

ところでわカミ国においては学問としての地球物理

学の分野においては幾多の業績をあげ活発に活動してい

るが資源探査土地調査という応用的の分野である物

理探査は必ずしもじゅうぶんな活動を行狂っているとは

いいがたい.たとえば欧州諸国における活動を見て

も余り大きくなv'国内資源に対しても相当金をかけ

=アルミニウム資源正誤表

1122号誤正

P37左12行纈鉱物につれて鉱物につV･て

P33第8図説明BukitGebiyBukitGebon9

123号

P18鋪1表説眺単位1,OOOトン

P21右3行目録研磨剤研磨剤

P22第3図説明アｰガンサスアｰカンソｰ

第3図を下掲の通り訂正

右3行日増大を伴って増大に伴って

皿型㎜型1v型I型

姜1:二1≒一{H

撃緊1㍗1◆三∵!1∵

{CordonofTr田｡町;Prolj,o圧C1町&1冊Lg旧1､(1952より)

て調査研究を行荏v'.その調査体制を確立しており

さらにこれを基として広く海外の未開発地域へと発展を

進めている.これら諸国に比べるとわが国の体制は

相当遅れているといっても過言ではない.今後国内

国外の資源土地調査などを能率よく行なうためには

物理探査に関する種々の問題を解決して行くことが必要

でありそのためには国内の関連機関の間で有機的な

連けいのもとに努力することが望ましい.

解決すべき問題点としては

(i)物理探査の新技術開発および新技術導入

(i三)物理探査と地質鉱床学土質力学岩石力学

放ととの関連に関する問題

(iii)国内の重要地帯における基本的な物理探査図

の作成

(iV)各分野への物理探査適用の拡大

(V)物理探査調査機関の充実

(Vi)海外への物理探査の発展

以上の問題について世界の先進国においては各その

国情にマッチしたような行き方をとっている.米国の

場合には民間企業の規模が大きく比較的民間企業に依

存する度合カミ大きい.一方欧州諸国においては国

球資金に関連をもって発達していった面が多い.ソ連

においては物理探査におおいに力を注ぎ独自の発展

を進めている.

わカ酒の場合には従来各関連分野において物理探査

の発展に関心を持ってきたがその結果はじゅうぶん満

足すべきものでなく今後新技術の開発基礎的調査

研究などの面においては国の機関あるいは資金に依存

する度合カミ増大するものと思われる.また物理探査の

海外への発展のためには相当規模の大きい高度の技

倣を備える必要秘ありこのための体制強化を検討する

ことが望まれている圭(錐噺織物趨擦麓部長)
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